
第1回　「新緑の森で遊ぼう」
　　　　5月 28日（土）～29日（日）
　　　　参加者：10家族 36名
第２回　「初夏の森を探検しよう」
　　　　7月 9日（土）～10日（日）
　　　　参加者：8家族 29名

第３回　「秋の落ち葉で遊ぼう」
　　　　10月 29日（土）～30日（日）
　　　　参加者：10家族 40名
第４回　「冬の森を楽しもう」　　　　　　　　　　　　　
　　　　2月 11日（土）～12日（日）
　　　　参加者：7家族 24名

座談会・読み聞かせ

「森の学校」in のりくら

幼児とその家族を対象に、親の子育てに対する意欲の向上と幼児の健全な育成を願って様々な体験活
動を行いました。親子でゆったりと過ごす時間を大切にしています。

親子体操のあと森に出かけ、よい音のする木を見つけました。見つけた木を組み合わせ
て楽器をつくり、プチ演奏会をしました。雨の中でも夢中になって活動しました。

＜講師のことば＞
　今回の「森の学校」、親子で楽しむ姿が微笑まし
かったです。親子でひとつの事を楽しむという機
会は各家庭でもあると思いまが、こういう大自然
の中で親子で遊ぶ体験はなかなかできることでは
ありません。自然の中で体験したことは、何かし
ら役立つことがあります。
　是非、この自然を大切にする心も育てて下さい。

春

ほどけるかな？ 笹笛に挑戦！ どんな音がするかたたいてみよう

まぶしい太陽のもと、森の中でカー
トンドッグを作って食べたり、動物
の足跡を見つけて石膏で固めたりし
ました。

夏

パパ、さすがだね！ みつの味は？ 足跡ちゃんととれるかな？

■各回共通



基本プログラム

＜保護者のことば＞
・日常生活の中では体験できない自然とのふれあ
い、親子のスキンシップを取ることができました。
今後もっとたくさんの自然に触れあい、またこの
ような機会があれば参加したいと思いました。

・とても充実した 2 日間を過ごしました。座談会で
はとても良い話を聞くことができました。こうい
う機会がないと聞けないと思います。

＜まとめ＞
　各回講師の魅力あるプログラム提供により、幼
児だけでなく親にとってもよい自然体験活動と
なった。また、今後の子育てに自然体験やスキン
シップを積極的に取り入れようという意欲の向上
がみられた。今後、この事業をより多くの家族に
周知し参加していただくために広報の改善を図っ
ていきたい。

どんぐりやくるみなどの木の実を使ってアイスブレイク。散歩の途中に拾った落ち葉や木の実は
宝物。落ち葉を集めて焼き芋作り、落ち葉でアートなど、さわやかな秋の自然に囲まれての活動
となりました。秋

どんぐりならべ 葉っぱをたくさん集めるよ 親子でアート・落ち葉でアート

一面の銀世界の中、親子でそりあそびやスノーアーチ作りを楽しみました。夜はスカイランタン
（熱気球）を飛ばしました。昼間も夜も乗鞍ならではのパウダースノーを満喫し、雪の魅力を再
発見できた2日間でした。

しっかりつかまってね！ スカイランタンに挑戦 雪のブロックを積み上げよう

冬

後 援 : 岐阜県・愛知県・富山県・長野県・高山市・飛騨市・下呂市・
白川村の各教育委員会、飛騨高山乗鞍高原連絡協議会

協 力：社会福祉法人　高山市社会福祉協議会


